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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、植民地期インドの外国貿易・国内交易・物価の趨勢と変動に関する
データを総合的に検討し、その比較史的特質と国際的文脈を明らかにすることである。19世紀末以降に比べて体
系的な検討が遅れている19世紀前半から1880年代にかけての外国貿易、国内交易に関するデータをBritish 
Libraryなどから収集し、19世紀中葉までの管区別のデータと、その後の英領インドのデータをつきあわせて、
その連続性を検証した。また、1850-1880年代の国内交易の趨勢についてさまざまな系列のデータを参照しつ
つ、外国貿易だけでなく国内商品の流通も増加し、幅広い国内市場が形成されたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study examines statistics relating to foreign trade and internal trade 
in British India, and analyzes the patterns and development of foreign and internal trade in a 
comparative perspective. By comparing the trade statistics of each presidency, which was the main 
source from the early to the middle of the nineteenth century, with those of British India, and by 
putting together the statistics of coasting, rail- and river-borne, and road-borne trade, along with
 that of foreign trade, we find that there appears to have been a growth of internal trade, 
especially in the second half of the nineteenth century. Induced by the growth of networks of 
railways and steamships as a result of the growth of long-distance trade, domestic goods ranging 
from local grains and spices to cotton textiles and sundries circulated across the subcontinent. The
 pattern resembles the concurrent growth of foreign and regional trade in East Asian countries at a 
similar stage of integration.

研究分野：経済史

キーワード： インド　「長期の１９世紀」　外国貿易　国内交易　物価
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１． 研究開始当初の背景 
 
近年のグローバル・ヒストリー研究において
は、過去２世紀にわたる工業化の世界的普及
を、西洋で生まれた技術や制度が一方的に普
及したことの結果とみるのではなく、例えば
東アジア地域（日本、中国など）には、資本
蓄積や労働節約的技術の発展よりも、労働投
入や労働力の質の向上を重視する、独自の発
展径路が長期にわたって存在したとする見
解が表明されている。南アジア地域でも、長
い植民地支配による制度的断絶にもかかわ
らず、厳しい資源環境のなかで人口扶養力を
維持するために育まれた価値観と、それにも
とづく技術や制度には、長期の発展径路と呼
ぶにふさわしい連続性も認められる。 
 
こうした研究関心に呼応して、植民地期の貿
易史、国内市場史、景気変動の理解も大きく
変化しつつある。すなわち、英印関係とイン
ドの手紡、手織業の衰退に焦点をあわせた従
来の理解から、その重要性を否定しない範囲
で、在来産業の一定の残存と復活、農業にお
ける集約化、労働集約型工業化、国内市場の
拡大、価格下落の下での生産の拡大などを強
調する研究潮流への転換である。植民地期の
外国貿易・国内交易・物価の動向がさまざま
な立場の論者から注目されつつある。  
 
アジア経済史研究においては、19世紀後半以
降のウェスタン・インパクトへの対応として
の、アジア域内交易（アジア間貿易. インド
から日本までを含む）の重要性が指摘されて
きたが、近年はそれを 19 世紀前半に伸ばし
て議論する傾向が顕著である。18世紀末から
第一次大戦前までを一括りにして考える「長
期の 19 世紀」論の視点からは、インド貿易
史の再検討が一つの焦点となる。そして、19
世紀初頭に実質的な独占が崩れるイギリス
東インド会社のデータと、領域支配の拡大に
伴って記録されはじめるベンガル、ボンベイ、
マドラスの各管区が収集したデータ（国内交
易を含む）、さらに大反乱以降「英領インド」
という枠組で収集された諸データを統合的
に理解することが求められる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、植民地期インドの外国貿
易・国内交易・物価の趨勢と変動に関するデ
ータを総合的に検討し、その比較史的特質と
国際的文脈を明らかにすることである。「長
期の 19 世紀」には、工業化の影響が世界化
し、国際分業体制が発達したが、非ヨーロッ
パ世界の貿易・交易・物価のデータは極めて
不完全で、その趨勢と変動が実証的に明らか
にされてきたとは言えない。インドは相対的
にはデータが豊富であるにもかかわらず、植
民地化にともなう度重なる領土の変更や母
国本位の視点での統計収集のために、その利

用がむずかしかった。本研究は、新しい視点
と資料環境の下でこの限界を突破し、インド
経済史のいくつかの論点に光を当てる。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、(1)データの収集・入力・加工
に過半の経費と労力を投入し、大英図書館、
ロンドン大学図書館をはじめ、イギリス、イ
ンド、日本の図書館・資料館で収集した情報
に必要な史資料を付け加えて、データを蓄積
する。次に、(2)メンバー間の交流を深め、内
外のセミナー、国際会議で成果を報告すると
ともに、英和両文で刊行する。 
 
４．研究成果 
 
(1) データの収集と加工 
まず、杉原、小林が「19世紀中葉照合ペーパ
ー」プロジェクトを立ち上げ、British Library
の原統計と British Parliament Papersにある統
計が交差する 1834-1870 年頃の地域別、商品
別データを比較することで、いかにして 1868
年頃に「英領インド」統計が形成されたか、
その過程でどのように「外国貿易」「沿岸交
易」「管区内交易」が分化していったかを明
らかにした。また、BLにある 19世紀後半の
管 区 に よ る 国 内 交 易 関 係 の 刊 行 物
（Administration Reportsなど）から、道路、
河川交易の情報の収集に努めた（学会発表
⑥）。BLなどから入手した多くの資料を政策
研究大学院大学（GRIPS）の杉原研究室でリ
サーチアシスタントに入力、加工してもらっ
た。杉原は 2016年 10月に京都の総合地球環
境学研究所へ移動したが、2017年度も引き続
き GRIPS で作業を続けた。2018 年 2 月にす
べてのデータを地球研に移し、メンバーの閲
覧を可能にした。 
 
(2) 研究会の開催と成果の発表・刊行 
3 年間で計 8 回の研究会を開催し、メンバー
および研究協力者の脇村、谷口が複数回報告
して、成果の共有を図った。また、研究協力
者 の Tirthankar Roy (London School of 
Economics), Parasanan Parthasarathi (Boston 
College)や , Om Prakash (Delhi School of 
Economics)と接触し、データの解釈や周辺文
献の探索について詳しく意見を交わした。さ
らに、London School of Economicsで本研究主
催のワークショップを開催したり（4 名が報
告：学会発表㉘など）、世界経済史会議でメ
ンバーが報告をしたり（学会発表㉙㉚㉛㉜な
ど）国際ワークショップを東京、京都で計 4
回開催したり（延べ 20 名が報告：学会発表
①⑫㉖㉗など）して、国際水準を確認しつつ、
発信を図った。関連プロジェクトとの連携も
有益であった（学会発表⑧⑮㉒）。 
 
残念ながら、2017年度中に主要な目的である
データの公開とそれに基づく論考を刊行す



ることはできなかったが、現在、少しずつ成
果が出始めている（引用文献を参照）。さら
に、杉原が経済史班代表を務めた GRIPS新学
術領域のプロジェクトと共同で英文論文集
を刊行する企画も進んでいる。 
 
(3) 研究全体の内容 
「長期の 19世紀」（図書⑭）を通じた外国貿
易、国内交易、為替レート、物価の動向につ
いてある程度の概観を得た（学会発表⑮）。
そのなかで、沿岸交易統計の大きな制度的変
化の変遷や、道路交易統計の広範な存在、国
内物価指数の精緻化の可能性を指摘した。ま
た、小林の整理した管区別データも利用し、
19 世紀初頭から 1880 年代にかけての国内交
易の拡大過程をある程度整合的、総合的に明
らかにすることができた（学会発表⑧）。 
 
もっとも重要な成果は、1850年前後のボンベ
イと 1870 年代末のカルカッタ市街圏を事例
とした研究であり、それによって、国内交易
統計を突き合わせによる検証の方法が見え
てきたことである。これらの大市場を動かし
ていたのは主としてインド在住の商人であ
ったが、彼らの視点から見ると、例えばカル
カッタは、単に遠隔地貿易のハブだったので
はなく、鉄道と道路、蒸気船と河川・沿岸交
易を伝統的に担ってきたさまざまな性能の
小型船の４つの手段を自在に活用して繰り
広げられる国内商品の交易の場でもあった。
取り扱われた商品の半分程度は外国貿易と
は直接関係のない交易だったと思われる。そ
して、第一次大戦期以降、インドの鉄道輸送
の過半は、遠隔地貿易関連というよりは、国
内市場を結ぶものとなった（学会発表㉙）。
さらに、各地の Administration Reportsを参照
すれば、地方においても、鉄道の駅に新しい
道路が建設され、鉄道網を僻地にもつなげる
輸送網が形成されたことがわかる。つまり、
イギリスの植民地支配が鉄道建設などをつ
うじてもっとも進展した時期に、伝統的な国
内交易も、衰退したり、新しい交通手段によ
って単にとってかわられたりしたのではな
く、地域の多様性を維持しつつ、全体として
は大きく拡大したのである（引用文献①）。 
 
(4) 若干の個別研究 
小川は、ボンベイ史とその交易史の研究を進
め、外国貿易、国内交易に加えて、ボンベイ
島の地理的な文脈も考慮した考察を行った。
また、インド全体の沿岸交易のデータを整備
した（引用文献②）。 
 
小林は 1800-1870 年の英領インドの外国貿易
統計について、体系的に整理したものを研究
会で発表した。また、シンガポールを中心と
する交易圏とその貨幣史的文脈に光をあて
た論文を刊行したが（雑誌論文②⑥）、それ
らは 19 世紀前半から中葉にかけてのインド
洋交易圏とインド交易史にも貢献する研究

である。 
 
神田は、18 世紀末から 19 世紀前半の塩の貿
易・交易についての長年の研究をまとめた
（図書⑥⑦）。西村はアジアのイギリス系銀
行およびインドの貨幣流通について報告し
た。中国を事例とした貿易統計データベース
を構築してきた木越は、アジア貿易統計研究
にさまざまな比較の視点を提供した。研究協
力者の脇村、谷口も、19世紀前半のインドの
不況や貨幣流通について報告した。 
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